
昨
年
本
事
業
で
、
持
続

可
能
な
公
共
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
実
現
し
た
と
い
う
こ

と
で
国
土
交
通
大
臣
か
ら

表
彰
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ

の
後
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

①
ど
の
よ
う
に
見
直
し
た

の
か
。

②
制
度
の
利
用
Ｐ
Ｒ
は
。

③
路
線
外
地
域
の
今
後
の

展
望
は
。

市
長

①
４
月
か
ら
三
重
町
川

辺
区
内
、
緒
方
町
天
神
区

内
へ
の
乗
り
入
れ
、
10
月

か
ら
朝
地
町
で
ス
ク
ー
ル

バ
ス
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
の
混
乗
方
式
に
切
り
か

え
、
路
線
を
現
在
の
５
路

線
か
ら
10
路
線
に
増
や
し

ま
す
。
ま
た
、
道
幅
の
狭

い
地
域
の
乗
り
入
れ
等
で

14
人
乗
り
の
ワ
ゴ
ン
タ
イ

プ
を
２
台
追
加
運
行
す
る

予
定
で
す
。

②
利
用
者
が
少
な
い
路

線
や
バ
ス
停
は
見
直
し
や

廃
止
を
検
討
し
ま
す
の
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
積
極

的
に
利
用
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

③
新
規
乗
り
入
れ
な
ど

は
自
治
委
員
を
通
じ
要
望

書
の
提
出
が
あ
れ
ば
、
協

議
等
行
っ
て
い
ま
す
。

本
年
10
月
の
見
直
し
で

は
要
望
を
も
と
に
、
菅
尾

線
な
ど
３
路
線
で
新
規
乗

り
入
れ
を
行
う
予
定
で
す
。

　
朝
地
町
の
ス
ク
ー
ル
バ

ス
は
学
校
ま
で
乗
り
入
れ

て
い
る
が
、
信
号
機
の
バ

ス
停
で
全
員
降
ろ
し
登
り

坂
５
０
０
メ
ー
ト
ル
を
歩

い
て
登
校
さ
せ
ら
れ
な
い

か
。
12
年
間
歩
く
と
成
長

期
の
体
力
の
向
上
と
道
々

友
と
話
す
こ
と
に
よ
り
、

い
ろ
ん
な
絆
が
生
ま
れ
る

と
思
う
が
。

教
育
長

再
度
検
討
し
て
、
で
き

れ
ば
そ
う
い
う
方
向
で
考

え
て
い
ま
す
。

　
過
疎
高
齢
地
域
で
は
、

懸
命
に
市
道
の
草
刈
り
に

頑
張
っ
て
い
る
が
、
気
力

体
力
の
衰
え
で
不
安
な

日
々
を
送
っ
て
い
る
限
界

集
落
へ
の
市
の
対
応
は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

現
在
２
０
６
の
自
治
会

の
う
ち
、
86
が
小
規
模
集

落
で
集
落
の
共
同
作
業
が

困
難
に
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
小
規
模
集
落
応
援

隊
事
業
に
取
り
組
み
、
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
団
体
を
派

遣
し
、
集
落
の
方
と
共
同

し
て
道
路
の
草
刈
り
な
ど

を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
今
後
は
小
規
模
集
落

の
対
策
を
総
合
戦
略
に
盛

り
込
み
、
地
域
活
性
化
に

向
け
取
り
組
み
ま
す
。

応援隊による草刈り（朝地町）

一 般 質 問

朝
あさ

倉
くら

秀
ひで

康
やす

市民クラブ

コミュニティバスの進捗は

～ 国土交通大臣から表彰 ～

どうする市道の草刈り

～ 小規模集落応援隊を派遣 ～

質

質

質

答

答

答
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国
は
新
た
な
広
域
連
携

「
連
携
中
枢
都
市
圏
構
想
」

を
推
進
し
て
い
る
。
拠
点

都
市
の
一
つ
に
大
分
市
が

選
定
さ
れ
、
大
分
市
と
別

府
市
、
臼
杵
市
、
津
久
見

市
、
豊
後
大
野
市
、
由
布

市
、
日
出
町
、
竹
田
市
の

７
市
町
と
連
携
都
市
圏
の

新
た
な
行
政
の
枠
組
み
を

構
築
し
取
り
組
む
と
聞
い

た
。豊

後
大
野
市
に
と
っ
て

も
大
き
な
期
待
の
で
き
る

構
想
で
、
こ
れ
か
ら
の
協

議
の
推
移
を
見
守
り
た
い
。

現
時
点
で
の
構
想
、
思

い
を
伺
う
。

国
が
、
空
き
家
等
対
策

の
推
進
に
関
す
る
特
別
措

置
法
を
公
布
し
た
。
そ
れ

に
よ
り
各
自
治
体
は
、
特

定
空
き
家
等
に
対
す
る
措

置
に
関
す
る
適
切
な
実
施

に
向
け
、
ど
の
よ
う
な
対

応
策
を
講
じ
る
検
討
が
必

要
か
。

市
長

協
約
は
、
地
域
の
実
情

に
応
じ
た
圏
域
全
体
の
経

済
を
牽
引
し
、
住
民
の
暮

ら
し
を
支
え
る
観
点
か
ら
、

中
枢
都
市
と
連
携
先
の
市

町
が
そ
れ
ぞ
れ
役
割
分
担

を
し
な
が
ら
三
つ
の
連
携

項
目
に
つ
い
て
、
想
定
さ

れ
る
分
野
や
施
策
に
関
す

る
協
議
を
行
い
ま
す
。

本
市
で
は
特
に
、
回
遊

型
観
光
と
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

広
域
連
携
、
災
害
対
応
へ

の
広
域
連
携
、
救
急
医
療

体
制
、
消
防
の
広
域
化
、

公
共
交
通
の
確
保
、
既
存

す
る
公
共
施
設
の
広
域
利

用
、
ご
み
処
理
の
広
域
化

に
つ
い
て
連
携
協
議
を
行

い
た
い
と
考
え
ま
す
。

建
設
課
長

効
率
的
に
調
査
・
把
握

す
る
た
め
の
デ
ー
タ
を
抽

出
す
る
業
務
を
委
託
し
、

市
内
全
域
の
空
き
家
等
と

思
わ
れ
る
建
築
物
の
分
布

状
況
や
件
数
を
抽
出
し
、

抽
出
し
た
情
報
を
も
と
に

現
地
確
認
を
行
い
、
特
定

空
き
家
等
の
事
態
把
握
に

努
め
ま
す
。

本
市
は
豊
後
大
野
市
空

き
家
等
の
適
正
管
理
に
関

す
る
条
例
を
平
成
26
年
か

ら
施
行
し
て
い
ま
す
。
市

の
実
態
調
査
に
よ
り
空
き

家
等
の
所
有
者
等
を
調
査

し
、
適
正
な
管
理
を
行
う

た
め
の
必
要
な
措
置
に
つ

い
て
、
助
言
ま
た
は
指
導
、

さ
ら
に
勧
告
、
命
令
を
行

い
、
従
わ
な
い
者
に
は
住

所
及
び
氏
名
を
公
表
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
す
る
も

の
で
す
。

大分都市広域圏推進会議

～ 10 名の議員が市政を問う～

大分市との都市広域圏構想の
取り組みは

～ 大分市と連携市町との１対１の
連携協約を締結することになります ～

住民が不安な
「特定空き家」への対策は

～ 分布状況や件数を抽出し
事態把握に努めます ～
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質

答
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え

藤
とう

竜
たつ

哉
や
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